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研究の概要 

血流変化の解析 

 

血流の変化を、近赤外分光法（NIRS）を用いて調査解析している。下記は鍼刺激による血流応答を調査し

た結果である。刺激以外にも環境などによる血流応答に関する調査解析をしている。 

鍼刺激は刺激部位近位と経絡上遠位の血流を上昇させるといわれていた。先行研究により近位は血流が上

昇するメカニズムは明らかとなったが、遠位の血流が上昇するメカニズムは不明のままだった。2020年、本

研究により鍼通電刺激により通電刺激量を上げれば遠位の血流量はデルマトーム域内限定で上昇することが

明らかとなった。この反応は下肢、坐骨神経域では明らかとなったが、その他の領域では不明なままである。 

そこで、鍼刺激、鍼通電刺激を用い、全身の血流変化を、近赤外分光法（NIRS）を用いて調査解析した。 

 

・「The analysis in overtime about the autonomic nervous activities by Direct current electro 

acupuncture stimulation.」 

・「Effects of active hexose correlated compound on nose symptom and autonomic nervous system in 

a clinical trial.」  

・「Effect of direct current electric-acupuncture on the blood flow of lower back.」  

血流変化の解析は健康の指標となる自律神経反射を理解するうえで重要なデータです。このデータは医学

や老化をあきらかにし、人々の健康に寄与します。また、以下の効果が期待できます。 

・血流が悪い部位を改善することで、疾患の治療や老化の予防が期待できる。 

・刺激ができない部位でも血流の改善が期待できる。 

 

 

この図は下腿への鍼刺激で離れた部位、腰部の血流が上昇したことを示している。 

 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=97162c4f77e5285c&lang=ja&st=researcher

